


日
　
時

場
　
所

主
　
催

二
〇
〇
〇
年

二
月
二
〇
日

（日
）

午
後

一
時
三
十
分
開
演

調
布
市
文
化
会
館

た
づ
く
り

く
す
の
き
ホ
ー
ル

調
布
三
曲
協
会



デ
し

挨

な
ぜ
弾
く
の
か
、
な
ぜ
吹
く
の
か
と
問
わ
れ
る
と
、
ひ
と
こ
と
で
答
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
意
味

を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
や
楽
器
の
溢
れ
る
な
か
で
和
楽
器
の
音
色
を
選
び
と
り
、
そ
の
演
奏
に
我
が
思
い
を
込
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
違
い
は
有
り
な
が
ら

一
筋
の
大
き
な
精
神
的
支
柱
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

我
が
音
色
に
託
し
た
も
の
を
、
聴
き
と
っ
て
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た
な
ら
、
演
奏
す
る
者
が
よ
り
育
て
ら
れ
た
と
思

え
ま
す
。

拙
い
演
奏
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
初
め
て
企
画
し
ま
し
た
自
主
演
奏
会
の
、
私
た
ち
の
音
色
と
願
い
を
、
是
非
お
聴
き

と
り
く
だ
さ
い
。

二
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
二
月
二
〇
日

調
布
三
曲
協
会

自
主
公
演
実
行
委
員
会

―
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〔即
Ｆ
、
一町のさ
さ
や
き

ゑ後

∪

括

瑚
八
千
代
、獅
子

やメ
，

一
、
組
曲
出
雲
路

二
、
砧

三
、
摘

草

五
、
六
玉
川

斗

…

―

字
抑
響

演

奏

曲

目
ク寸7



一
、
紅
輸

出

安

路

作
曲

船

川

利

夫

第

一
寧

第
二
年

十
七
絃

尺

八
　

橋

本

洋

柴

田

裕

子

原
　
田
　
員
樹
子

美

蔦

洋

子

望
郷
の
念
を
郷
上
の
風
景
に
た
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｉ

「清
水
寺
の
暮
色
」

松
並
木
に
続
い
て
う

っ
そ
う
と
し
た
老

木
の
生
い
茂
る
道
を
登

っ
て
い
く
と
小
高
い
山
の
中
腹
に
木
立
に
囲

ま
れ
た
清
水
寺
が
あ
る
。
そ
の
鐘
横
の
鐘
が
鳴
る
と
木
陰
を
伝
う
そ

の
風
が
静
か
に
暮
色
を
運
ん
で
く
る
。

Ｈ

「祭
」

社
日
神
社
の
境
内
に
笛
が
流
れ
る
頃
、
町
に
は
神
輿

が
ね
り
歩
き
、
人
々
は
祝
い
酒
を
飲
ん
で
安
来
節
を
唄
う
。
祭
の
ざ

わ
め
き
の
中
に
も
ふ
と
哀
愁
が
漂
う
の
は
、
日
本
の
祭
の
独
特
の
表

情
で
あ
ろ
う
。

Ｉ

「宍
道
湖
の
夕
映
」

静
か
な
日
の
た
そ
が
れ
た
宍
道
湖
に
タ

映
え
が
お
と
ず
れ
て
、
空
も
水
も

一
瞬
金
色
に
輝
く
。　
一
陣
の
夕
風

に
さ
ざ
波
が
た
つ
と
波
頭
が
き
ら
き
ら
と
く
だ
け
散
る
。
秋
な
ら
ば

陽
は
つ
る
べ
落
し
に
沈
ん
で
一
刻
の
饗
宴
は
た
ち
ま
ち
に
終
わ
り
を

つ
げ
る
。
初
夏
の
頃
な
ら
ば
天
地
の
運
行
に
自
ら
を
ま
か
せ
し
は
と

我
を
失
う
程
の
時
間
は
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
十
月
十
二
日
作
曲
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二
、
な

露
音

松 上

田 田

孝 房

子 子

寧

讐

田 村

代 田
作
曲

宮

城

道

雄

章
　
子

せ
つ
子

＼

等
高
音
、
低
音
に
よ
る
二
重
奏
で
三
部
形
式
で
あ
る
。
作
曲
者
の

宮
城
道
雄
が
青
春
期
を
過
ご
し
た
京
城
を
流
れ
る
漢
江
の
ほ
と
り
で

洗
濯
の
た
め
に
棒
で
打
つ
水
砧
の
印
象
を
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
。

日
本
古
来
の
砧
の
打
ち
方
と
は
違

っ
た
テ
ン
ポ
の
速
い
打
ち
方
で
あ

之つ
。曲

の
構
成
は
序
奏
に
続
い
て
、
低
音
等
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
砧
地
に

高
音
等
が
テ
ン
ポ
の
早
い
第

一
主
題
を
示
す
。
第
二
主
題
は
ゆ
る
や

か
な
流
れ
と
な
り
、
再
び
も
と
の
第

一
主
題
に
返
っ
て
終
わ
る
。
昭

和
三
年
の
作
曲
で
あ
る
。
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卒

三 橋 中 阿 井 角

輪 本 西 部 坂 岡

糸 暁

子 子

尺
　
八

カ
ヨ
子

賀
代
子洋

輝
　
夫 菊

原

検

校

菊
原
検
校
の
四
季
の
四
つ
物
の

一
つ
で
、
春
を
謳

っ
た
も
の
。

明
治
後
期
の
作
品
で
、
純
然
た
る
古
曲
の
型
式
を
も

っ
て
お
り
、

前
弾
、
前
唄
、
手
事
、
ち
ら
し
、
後
唄
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

曲
は
古
曲
の
暗
さ
か
ら
抜
け
出
し
て
明
る
さ
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ

Ｚつ
。
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口
、
風

の
さ
さ
や
き

館

四
　

石

森

康

雄

石

森

康

雄

尺
　
八

稿

本

竹

味

森
の
中
で
し

っ
と
し
て
い
る
と
、
風
が
話
し
か
け
て
く
る
。
そ
し

て
、
風
に
応
え
る
木
々
や
島
た
ち
。
朝

・
昼

・
夜
と
同
じ
所
で
聞
く

風
の
音
が
、
そ
の
時
に
よ
り
違

っ
た
声
と
な

っ
て
聞
こ
え
て
く
る
。

昼
下
が
り
の
森
の
中
で
、
の
ど
か
な
ひ
と
と
き
に
思
い
を
寄
せ
た

山
。　
一
九
八
六
年
作
曲
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〓ユ
、　　エハ

寧
〓
一　
絃

エ

デtl

作
曲

鳥
羽
屋
　
里
　
長

田

村

博

寿

原
曲
は
宮
本
節
の

「草
枕
露
の
玉
歌
和
」
で
、
作
詞
者
は
不
詳
で

あ
る
が
作
曲
は
烏
羽
屋
里
長
で
あ
る
。
首
本
節
と
い
わ
れ
て
も
な
か

な
か
な
じ
み
の
な
い
ジ
ャ
ン
ル
だ
が
、
三
絃
と
唄
の
み
で
構
成
さ
れ

る
浄
瑠
璃
の
一
派
で
常
磐
津
か
ら
分
か
れ
、
重
厚
す
ぎ
ず
粋
な
音
楽

を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
山
田
流
の
四
世
山
本
千
賀
が
等
曲
に

移
出
し
た
も
の
で
い
わ
ゆ
る
浄
瑠
璃
物
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る

も
の
の
中
の
名
曲
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
台
が
あ
る
の
で
、
唄
と

一
日
に
言

っ
て
も

「語
る
」
と
い
う
部
分
が
重
視
さ
れ
、
河
東
節
風

の
歌
い
出
し
か
ら
、
謡
が
か
り
、
鼓
唄
と
変
化
に
富
み
、
ま
た
等
の

手
も
組
唄
の
旋
律
パ
タ
ー
ン
、
砧
の
手
、
虫
の
音
の
描
写
と
全
曲
二

十
分
を
越
す
大
曲
を
あ
き
さ
せ
な
い
。
曲
名
の
通
り
六
つ
の
全
国
の

玉
川
を
詠
み
込
ん
で
道
行
風
に
綴

っ
て
あ
る
が
、
今
回
は
摂
津
の
津

国
、
近
江
の
野
路
、
武
蔵
の
調
布
の
部
分
で
玉
川
の
美
し
い
四
季
を

た
ど
っ
て
み
る
。

美 吉

蔦 川

洋 和

子 博
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六
、
笹
年
圭
落
よ
る
二
音
秦
曲

告

口
　

藤

井

凡

大

第

一
寧

第
二
年

せ
つ
子

洋
　
子

一
九
六
〇
年
八
月

（作
曲
者
二
十
代
後
半
）
の
作
品
。
は
じ
め
は

速
く
力
強
い
第

一
楽
書
と
た
ち
ぷ
り
し
た
第
二
楽
率
で
作
ら
れ
た

が
、
後
に
第
二
楽
手
が
書
き
足
さ
れ
た
。
演
奏
者
に
は
、
曲
の
若
々

し
さ
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
演
奏
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
作

曲
者
の
希
望
で
あ
る
。

十
七
絃

石 後

森 藤

康 好

雄 子

美 田

蔦 代

原 渡

田 辺

員 泰
樹
子 子
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を
、
　
八

島

〓
一　
絃

尺
　
八

作
曲

藤

尾

勾

当

村

岡

ふ

み

門

博

良

男

西
国
行
脚
の
僧
が
八
島
の
浦
で
源
義
経
の
亡
霊
に
出
会
い
、
過
ぎ

し
源
平
の
壇
ノ
浦
の
合
戦
の
物
語
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
と
い
う
謡
山

「八
島
」
か
ら
と

っ
た
地
唄
で
あ
る
。
「ま
た
修
羅
道
の
関
の
声
」
以

下
終
わ
り
ま
で
の
歌
詞
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の
で
藤
尾
勾
当
の

作
に
な
る
謡
も
の
の
代
表
曲
で
あ
る
。
途
中
に
謡
山
と
は
無
関
係
の

「
西
行
法
師
は
な
げ
け
と
て
」
と
い
う
ク
ド
キ
風
の
部
分
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
次
第
に
緊
迫
し
て
く
る
気
分
を
表
現
し

「
け
ふ
の
修
羅

の
敵
は
誰
そ
」
か
ら
謡
曲
の
ノ
リ
を
移
し
て
、
い
か
に
も
三
味
線
で

ひ
く
謡
曲
と
い
う
曲
調
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
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八
、
幸
？
つ
た

第

一
寧

第
二
寧

作
曲

松

本

雅

夫

苦 柴 山

川 田 下

裕 繁

子 雄

村 村

田 岡

章 ふ

子 み

和
　
博

一
九
六
三
年
に
宮
城
賞
選
定
委
員
会
の
依
嘱
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ

た
。
初
心
者
で
も
弾
け
、
高
度
な
人
で
も
消
足
ゆ
く
よ
う
に
、
そ
し

て
第

一
等
、
第
一
一筆
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
練
習
し
て
も
お
も
し
ろ
い
よ

ヶ
に
と
い
う
、
委
員
会
の
要
望
を
載
実
に
受
け
い
れ
て
作
曲
さ
れ
て

い
る
。
松
本
雅
夫
作
品
の
中
で
は
、
伝
統
的
な
性
格
が
比
較
的
ナ
マ

で
出
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
曲
に
も
、
作
曲
者
の
は
げ
し
い
体
験
の
裏
付
け
が
あ

る
。
作
曲
者
自
身
の
こ
と
ば
を
紹
介
し
よ
う
。

「
「率
の
う
た
」
の
題
は
、
も
ち
ろ
ん
雑
草
の
率
と
考
え
る
率
を

か
け
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
、
ビ
ル
マ
戦
で
イ
ン
パ
ー

ル
、
コ
ヒ
マ
に
渡
る
前
に
イ
ラ
ワ
ジ
河
の
源
流
、
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
河

を
渡
河
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
変
な
大
河
で
、
皆
こ
こ
で
銃

撃
を
う
け
る
こ
と
を
予
想
し
、
死
を
覚
悟
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
幸
い

渡
河
出
来
た
と
こ
ろ
が
、
す
ご
い
率
の
林
で
、
夜
中
の
渡
河
で
し
た

が
、
今
も
は
っ
き
り
と
限
に
浮
か
ぷ
位
で
す
。
こ
の
後
が
日
本
軍
の

悲
劇
の
は
じ
ま
り
で
す
が
…
…
」

「幹
の
う
た
」
と
い
う
題
名
が
予
想
さ
せ
る
、
風
に
そ
よ
ぐ
率
の

姿
で
は
な
く
、
生
死
の
境
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
大
き
な
率

の
林
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
曲
が
、
や
さ
し

い
抒
情
性
を
と
き
に
の
ぞ
か
せ
る
の
は
、
作
曲
者
の
も
つ
本
来
の
抒

情
性
だ
ろ
う
か
。
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え
、
編
曲
八
千
代
締
子

第

一
寧

泰
　
子

裕
　
子

員
樹
子

孝
　
子

第
二
寧

〓
一　
絃

胡

弓

村

岡

ふ

み

小

鼓

斎

藤

暁

美

篠

笛

稿

本

竹

味

藤
永
検
校
作
曲
の
よ
く
知
ら
れ
た
古
典

「八
千
代
獅
子
」
を
官
城

道
雄
が
編
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
「八
千
代
獅
子
」
は
虚
無
僧
尺
八

の
本
曲

「獅
子
」
を
も
と
に
作
ら
れ
、
出
の
中
ほ
ど
の
歌
詞
に
「世
々

は
幾
千
代
八
千
代
ふ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「八
千
代
獅
子
」
の
曲

名
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
。

第

一
等
、
第
二
等
、
十
七
絃
、
三
絃
、
胡
弓
、
尺
八
、
篠
笛
、
小

鼓
に
よ
る
大
合
奏
曲
と
し
て
編
出
さ
れ
た
も
の
で
、
古
典
の
現
代
化

を
試
み
た

一
連
の
編
曲
活
動
の
中
で
も
代
表
出
の

一
つ
で
あ
る
。
小

鼓
の
連
打
が
前
奏
や
曲
尾
に
入
っ
て
い
る
が
こ
れ
が
こ
の
曲
を
古
典

か
ら
新
し
い
音
楽

へ
衣
が
え
す
る
こ
と
に
、
大
き
な
効
果
に
な

っ
て

い
る
。　
一
九
五
二
年
作
曲

松原 柴渡

田田 田辺

山 田田阿 中 吉 後 角石井 上

下村 代 部 西  川 藤 岡森坂 口

繁博せ 力賀  和 好暁康糸 房
つ ヨ代

雄 寿子 子子  博 子子雄 子子

編 原 作

曲笛綱

宮 藤 園

城 永 原

道 検 匂

雄 校 当

尺

′ヽ

門三 橋

博輸本

良輝

男夫洋

十
七
絃

村 美

田蔦

章 洋

子 子
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摘

草

長
閑
か
さ
や
雲
雀
も
う
た
う
弥
生
空
す
み
れ
た
ん
ぽ
ぽ

菜
の
花
に
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
蝶
の
舞
う

袖
も
軽
け
や
乙
女
子
の
心
尽
し
も
愛
ら
し
く

待
つ
小
鳥
に
も

一
束
の
家
土
産
に
せ
ん
　
は
こ
べ
ぐ
さ

よ
め
菜
御
形
も
と
り
ど
り
に
籠
に
満
ち
け
り
春
の
色

入
相
つ
ぐ
る
小
川
辺
や
た
な
び
き
わ
た
る
夕
霞

楽
し
さ
あ
か
ぬ
野
辺
の
摘
草

五

、

一ハ
　
玉
　
川

前
弾
鳥
が
鳴
く
、
東
絡
げ
の
草
枕
、
急
が
ぬ
旅
も
敷
島
の
、
急
が
ぬ
旅

も
敷
島
の
、
道
を
辿
り
て
六
玉
川
、
（略
）

医
邑

野
路
は
由
縁
の
色
深
く
、
〔合
〕
錦
の
萩
の
下
葉
ま
で
、
洩
れ

て
ぞ
置
け
る
白
露
に
、
月
は
宿
り
て
夜
も
す
が
ら
、
恋
し
き
人
は
鈴

虫
の
、
医
こ

振
り
捨
て
ら
れ
て
機
織
り
の
、
夜
寒
を
化
ぶ
る
闇
の
戸

に
、
〔合
〕
綴
れ
さ
せ
て
ふ

〔合
〕
き
り
ぎ
り
す
、
医
邑

誰
を
松
虫
、

〔合
〕
焦
が
れ
て
す
だ
く
、
我
も
思
ひ
に
堪

へ
か
ね
て
、
医
邑

い
と
ど
心
の
道
る
瀬
な
く
、
迫
ま
る
情
気
の
津
の
国
や
、
〔合
〕
解

け
て
し
っ
ぱ
り
合
槌
の
、
そ
れ
さ
へ
な
く
て
小
夜
衣
、
〔合
〕
濡
れ
る

袂
や
袖
の
露
、
ひ
と
り
焦
が
れ
て
繰
り
返
す
、
打
つ
に
砧
の
音
づ
れ

も
、
〔合
〕
絶
え
て
梢
の
松
風
は
、
憂
き
妻
琴
の
音
に
立
て
て
、
夜
毎

調
べ
の
床
し
さ
に
、
徒
な
浮
き
名
も
調
布
の
、
医
邑

照
る
月
の
波
に
漂
ふ
玉
川
に
、
千
し
て
さ
ら
さ
ら
晒
す
白
布
、

〔合
の
手
〕

立
つ
波
は
立

つ
波
は
、
瀬
々
の
網
代
に
障

へ
ら
れ
て
、
流
る
る
水

を
堰
き
止
め
よ
、
流
る
る
水
を
堰
止
め
よ
、
（略
）

筆
の
遊
み
を
家
土
産
に
、
〔合
〕
残
す
言
葉
は
富
本
の
、
栄
え
久
し

き
里
の
長
、
め
で
た
く
こ
そ
は
聞
こ
え
け
れ
。
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七
、

八

島

釣
り
の
い
と
ま
も
波
の
上
、
霞
わ
た
り
て
、
沖
ゆ
く
や
、
海
女
の

小
舟
の
ほ
の
ぼ
の
と
、

見
え
て
ぞ
残
る
夕
暮
に
、
浦
風
さ
へ
も
長
閑
に
て
、
し
か
も
今
宵

は
照
り
も
せ
ず
、

曇
り
も
や
ら
ぬ
春
の
夜
の
、
鵬
月
夜
に
し
く
物
は
な
し

西
行
法
師
は
な
げ
け
と
て
、
月
ゃ
は
物
を
お
も
は
す
る
、
間
は
忍

ぶ
に
よ
か
よ
か

う
な
な
ぜ
で
た
ぞ
、
き
そ
ぎ
そ
く
も
れ

又
修
羅
道
の
園
の
撃
、
矢
叫
び
の
音
、
震
動
し
て

け
ふ
の
修
羅
の
故
は
誰
そ
、
な
に
能
登
の
守
教
経
と
や
、

あ
ら
物
々
し
や
、
手
並
は
知
り
ぬ

思
ひ
ぞ
出
づ
る
壇
の
浦
の
そ
の
船
軍
、
今
は
　
は
や
間
浮
に

か

へ
る
生
死
の
海
山

一
度
に
震
動
し
て

船
よ
り
は
関
の
撃
、
陸
に
は
波
の
楯
、
月
に
し
ら
む
は
期
の
光
、

潮
に
映
る
は
、

兜
の
星
の
影
、
水
や
空
、
空
行
く
も
又
雲
の
波
の
、
打
ち
合
ひ
、
さ

し
違
ふ
る
、

船
軍
の
か
け
ひ
き
、
浮
き
沈
む
と
せ
し
程
に
、
春
の
夜
の
波
よ
り

明
け
て
、

故
と
見
え
し
は
、
群
れ
居
る
鴎
、
関
の
華
と
聞
え
し
は
、
浦
風
な

り
け
り
高
松
の
、

浦
風
な
り
け
り
高
松
の
、
朝
あ
ら
し
と
ぞ
な
り
に
け
り
。

九
、
　

編
曲
八
千
代
獅
子

い
つ
ま
で
も
　
　
変
は
ら
ぬ
御
代
に

合
ひ
竹
の
　
　
代
々
は
幾
千
代

八
千
代
経
る

雪
ぞ
か
か
れ
る
　
　
松
の
二
葉
に

雪
ぞ
か
か
れ
る
　
　
松
の
二
葉
に

終
演
予
定
　
四
時

Ｌ

Ｌ
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調
布
三
曲
協
会
会
員
教
授
所

容

彗

阿

　

部

井

　

坂

石

　

森

角

　

岡

上

　

回

後

　

藤

駒

　

井

佐

　

藤

柴

　

田

田

　

代

口

　

村

角

　

田

中

　

西

原

　

田

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
深
大
寺
東
町
八
―
八
―
六

〇
〇

一
二

〒
一
八
二
十
　
調
布
市
国
領
町
六
十
二
〇
―
七

〇
〇
三
二

〒
一
八
エ
ー
　
頓
布
市
染
地
ニ
ー
ニ
ー

一
二

〇
〇
二
三

〒
一
六
六
―
　
杉
並
区
高
円
寺
南

一
―
六
―
二
四

〇
〇
〇
三

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
東
つ
つ
じ
ケ
丘
三
―

一
一
十
三
七

〇
〇
〇
五

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
布
田

一
―
四
五
十
六
―
六
〇
六

〇
〇
二
四

〒
一
八
二
十
　
調
布
市
深
大
寺
北
町

一
―
ニ
ー
二

〇
〇

一
一

〒
一
五
七
卜
　
世
田
谷
区
南
烏
山
五
―

一
二
―

一
一　
宮
本
ビ
ル
ニ
Ｄ

Ｏ
〇
六
二

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
柴
崎
二
十

一
三
―
三

〇
〇

一
四
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
じ
ケ
丘

ハ
イ
ム
Ａ
Ｉ
四
〇
四

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
仙
川
町
ニ
ー
二

一
―
二

〇
〇
〇
二

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
上
石
原
二
―
二
三
十
二
〇
―
三
〇
二

〇
〇
二
五

〒
一
九

一
―
　
日
野
市
程
久
保
六
八
三
十
九

〇
〇
四
二

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
布
田
四
十
三
―
五

〇
〇
二
四

〒
一
八
二
―
　
調
布
市
小
島
町
ニ
ー
五
四
―
四

〇
〇
二
六
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
調
布
シ
テ
ィ
八
〇

一
号

長 賀 央 博 せ 裕 吉 孝 好 房 暁 康 糸 カ

樹 代   つ         ョ

子 子 子 寿 子 子 和 子 子 子 子 雄 子 子

〇
四
二
四

（八
五
）
二
八
八
三

〇
四
二
四

（八
三
）
九
二
二
五

〇
四
二
四

（八
三
）
三
七
六
七

〇
三

（三
三

一
四
）
二
三
〇

一

〇
三

（三
三
〇
五
）
五
四
七
七

〇
四
二
四

（八
五
）
八
九
九
二

〇
四
二
四

（八
二
）
八
三

〓
ニ

〇
三

（三
二
〇
八
）
八

一
〇
五

〇
四
二
四

〈八
六
）
六
三
四
五

〇
三

（三
二
〇
〇
）
五
七
七
三

〇
四
二
四

〈八
四
）
〇

一
五
九

〇
四
二

（五
九
二
）
七

一
三
〇

〇
四
二
四

（八
二
）
〇
九
〇
〇

〇
四
二
四

〈八
五
）
三
二
七
九
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門 三 橋 植
尺
渡 吉 山 村 村 美 松

八
億 機 本 本

日
辺 川 下 田 岡 蔦 田

良 輝    竹

男 夫 洋 味

泰 和 繁 章 お、 洋 孝

子 博 雄 子 み 子 子

〒

一
八
二
―

Ｏ
〇

一
七

〒

一
八
二
―

Ｏ
〇
二
四

〒

一
八
二
十

Ｏ
〇
二
四

〒

一
八
二
―

Ｏ
Ｏ
〇
六

〒

一
八
二
―

Ｏ
〇
三
二

〒

一
八
二
―

Ｏ
Ｏ
〇
六

〒

一
八
二
―

Ｏ
〇
二
三

〒

一
六
九
―

〇
八
三
二

〒

一
八
二
―

Ｏ
〇
三
四

〒

一
八
二
十

Ｏ
〇
三
四

〒

一
八
二
―

Ｏ
〇
二
五

調
布
市
深
大
寺
元
町
四
―
二
五
―

一
十
二
十

一
〇
七

調
布
市
布
田
五
―
二
一
―
二
五

調
布
市
布
田
ニ
ー
七
―
四
調
布

ハ
イ
ツ
ニ
〇

一
号

調
布
市
西
つ
つ
じ
ケ
丘

一
―

一
〇
―
四
―
四
〇
三
木
内
方

調
布
市
国
領
町
八
十

一
十
二
五
十
六
十
五
〇
四

調
布
市
西
つ
つ
じ
ケ
丘
四
十
三
六
―
四

調
布
市
染
地
三
十

一
―
八
九
〇

八
王
子
市
め
じ
ろ
台
四
―
二
九
―
八

調
布
市
下
石
原
三
―
七

一
―
一
一
―
四
〇

一

調
布
市
下
石
原
三
十
三
六
十
四

調
布
市
多
摩
川
七
―
三
四
―
九

〇
四
二
四

（八
三
）
二
三
七
九

〇
四
二
四

（八
八
）
〇
七
五
〇

〇
四
二
四

（八
二
）

一
二
四

一

〇
四
二
四

（八
四
）
三
八
六
八

〇
四
二
四

（八
五
）
三
七
八
九

〇
四
二
四

（八
三
）
三
二
六
九

〇
四
二
四

（八
六
）
五

一
七
六

〇
四
二
六

（六
六
）
〇
三
二
八

〇
四
二
四

（八
六
）
七
七

一
五

〇
四
二
四

〈八
八
）
三
二
三

一

〇
四
二
四

（八
六
）
四
四
七
二
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E

ア
ナ
ウ
ン
ス
　
　
山
口
宮
子

佐
藤
あ
や
子

躍
繋
　
琵
堂
自
隆

‐
―

―

，ど

‥

…

…

…

―

，

，

，
‐
…

，

ヤ
ｒ
伊

　

　

　

　

　

け

酸

け

卜

接

Ｂ

Ｅ

隊

障

Ｚ

Ｂ

宮

障

配

路

Ｌ

障

Ｂ

岳

Ｌ

路

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｌ

酪

ト
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調
布
三
曲
協
会
事
務
局

石
　
森
　
康
　
雄

〒
一
八
二
―
○
〇
二
三

調
布
市
染
地
二
十
二
―
一
二

電
話
〇
四
二
四

（八
三
）
三
七
六
七


